
① ﾜｲﾔｰが断裂を起こしても虚血が進行しない場合は、放置する事も可能である

が、放置する事の危険性と抜去することの危険性とが問題となる。 

② 放置する事で感染源・血栓源になる可能性があるが、その頻度は不明である。 
③ 虚血が進行する場合は、速やかなﾜｲﾔｰの抜去と血行再建が必要であり、場合

によっては外科的治療も考慮する。 
④ 抜去法として、ｽﾈｱ鉗子で把持し回収する・2 本のｶﾞｲﾄﾞﾜｲﾔｰを絡ませて、そ

れに断裂ﾜｲﾔｰを絡めて回収する等の方法がある。 
⑤ ﾜｲﾔｰが左主幹部に達していない場合は、切断されたｶﾞｲﾄﾞﾜｲﾔｰをｽﾃﾝﾄで押さ

えつける方法もある。 
 


